


2 地域の現状
(1)関連する水産業を取り巻く現状等

南知多地区の水産業は、船びき網や、底びき網、釣り、潜水漁業、刺網、のり養殖な
ど多くの漁業が営まれ、様々な漁獲物が水揚げされる沿岸漁業地域である。

漁獲量は毎年3万トン前後と概ね横ばいに推移しているが、近年の食文化の多様化
や、家庭における魚の消費量の低下、安価な輸入食材の普及により魚価が低迷しており、
特にリ ーマンショック以降、価値の高い鮮魚を多く漁獲する南知多地区の沿岸漁業は、
魚価の低迷が著しい。 さらに、原油の高騰等により燃油等支出の額が年々増えているた
め、漁業者の所得は不安定な状況が続いている。

このため、南知多地区においては、漁業への新規就業者は少なく、就業者の高齢化が
進み、正組合員数も過去5か年において155名(10%)減少している。

(2)その他の関連する現状等
南知多地区の漁業協同組合は内海、豊浜、 豊丘、大井、片名、師崎、篠島、 日間賀島

の8組合があったが、組合員数の減少や漁業協同組合の経営基盤改善のため、平成19

年に大井、豊丘漁協が合併し、また、平成22年には内海、豊浜漁協が合併したことによ
り、現在は豊浜、大井、片名、 師崎、篠島、 日間賀島の6組合となっている。

3 活性化の取組方針
(1) 前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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(2)今期の浜の活力再生プランの基本方針
本再生委員会の存する南知多町は漁業と観光業を基幹産栗としている。 今後は、漁業

と観光業の連携により、地産地消による魚食の普及やブランド化を推進することで魚価
の向上に努める。

漁獲量の確保の取組として、栽培漁業を推進、資源管理や漁具の制限を徹底し、漁場
生産力向上のため、 有害動植物等を除去する。

新規就業者の確保及び中核的担い手の育成として、委員会ならびに漁協は県漁業担い
手育成支援協議会、漁業士等と積極的に連携して新規就業者・中核的漁業者の確保を図
る。

経費削減としては、船底清掃等や省エネ機器の導入による燃費効率のアップ、生産体
制等の強化・効率化を目指した施設等の整備により経費を削減する

以上の取り組みにより、 浜の活力の向上、 漁業者の所得向上を目指す。
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(5)関係機関との連携
南知多町は愛知県1位の漁業と観光の町でありながら、漁業においては水産物を大量

消費地に出荷。また、観光業においても必要数量の確保が見込めないことにより地魚の
使用が敬遠され、漁業においては魚価

＇

の低迷、観光業においては地元の特色が見出せず、
両者とも低迷が続いている。南知多町は国が推し進める6次産業化推進整備事業を基
に、平成25年度に町、漁業者、観光業者等による産業振膜協議会を立上げ6次産業化や
プランドカアップ、 漁業と観光業の連携を図っている。

4 目標
(1)所得目標

基準年 平成25年,..._,29年：漁業所得   円
漁業所得の向上10%以上 I

目標年 I

cs中3年平均）　
平成35年 ：漁業所得 　　　 円

(2)上記の算出方法及びその妥当性

(3) 所得 目標以外の成果目標

栽培漁業種の漁獲量の向上

(4) 上記の算出方法及びその妥当性

基準年 1平成25年,...__,zg年：漁獲量 776 t 
(5中3年平均）

目標年 I平成35年 ：漁獲量 869 t 
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